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※写真協力：ふらの愛馬会・フラノトレッキングサポート遊馬
馬の愛好者が集まり、毎年９月に開催している草ばんばをはじめ、さまざまな地域イベントに参加している「ふらの愛馬会」。
川副勇治会長は、「北海道の開拓に必要不可欠だった馬の文化を継承しながら、その魅力を伝えていきたい」と話す。
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年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  能登　芳昭

あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
に
お
い
て
は
、
地
方
に
お
け
る
医

師
不
足
が
続
い
て
お
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院

へ
の
支
援
や
医
師
確
保
対
策
に
取
り
組
み
、
市

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
（
児
）
の
自

立
し
た
生
活
を
支
え
相
談
支
援
を
行
う
富
良

野
市
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
　
月
に
設

12

置
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
新
た
な
医
師
養

成
確
保
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
と
認
可
外

私
立
保
育
所
へ
の
支
援
拡
充
、
認
可
保
育
所
の

再
編
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
今
後
と
も
市
民

福
祉
の
向
上
と
保
健
医
療
対
策
に
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
は
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し

た
年
で
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
３
月
に
は
暴
風

雪
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
し
、
ま
た
、　

月
に
は

10

降
雪
・
強
風
の
た
め
麓
郷
、
東
山
地
区
を
中
心

に
長
時
間
の
停
電
や
倒
木
な
ど
に
よ
る
農
業

用
施
設
に
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
市
民
の
み
な
さ
ま
と
連
携
し
た
防
災

体
制
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
暮
ら
し
を
行
政
と
地
域
が

し
っ
か
り
と
支
え
、
経
済
活
動
の
持
続
可
能
な

施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が

た
く
ま
し
く
育
ち
、
市
民
が
幸
せ
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ

と

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
　
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

26
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
2
0
2
0
年
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定
や
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
・
円
安
に
よ
る
景
気
の
回
復
傾
向
や

雇
用
環
境
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
物
価
の
上

昇
と
と
も
に
本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
も
決
定
し
て
お
り
、
T
P
P
交
渉
と

あ
わ
せ
、
市
民
生
活
や
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

は
、先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
戸
長
役

場
の
開
庁
か
ら
1
1
0
年
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
根
室

本
線
の
富
良
野
～
滝
川
間
の
開
通
1
0
0
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
）、
西
脇
市
と
の
友
好
都
市
協
定
の
締

結
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
　
年
が
経
過
し
た
こ
と
を

35

機
に
、
友
好
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
、
次
世
代
へ

と
引
き
継
ぐ
「
友
好
都
市
の
再
表
明
」
を
行
い
、

ま
た
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
も
と
づ
く
「
中
心

市
宣
言
」
を
９
月
に
行
い
、
年
末
に
は
、
上
富

良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
南
富
良
野
町
及
び
占

冠
村
と
の
間
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
富
良
野
地
区
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
は
、
春
先

の
低
温
・
日
照
不
足
、
６
、
７
月
の
干
ば
つ
、

８
、
９
月
の
長
雨
な
ど
、
天
候
不
順
に
よ
り
出

来
秋
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
穫
量
は
例
年

に
比
べ
少
な
か
っ
た
も
の
の
農
産
物
価
格
は

堅
調
に
推
移
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
新
た

な
「
富
良
野
市
農
業
及
び
農
村
基
本
計
画
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い
手
対

策
の
拡
充
な
ど
、
自
然
と
調
和
し
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
観
光
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
し
た
宿
泊
数
や
海
外
か
ら

の
入
り
込
み
数
が
回
復
傾
向
に
あ
り
、　

月
に

10

実
施
い
た
し
ま
し
た
香
港
・
台
湾
に
お
い
て
の

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
効
果
に
も
大

き
く
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
フ

22

ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
に

入
場
者
数
が
2
0
0
万
人
を
突
破
し
、
ま
た
、

東
４
条
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
「
ネ
ー
ブ
ル

タ
ウ
ン
」
事
業
も
着
工
と
な
り
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
も
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
経
済
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
へ
の

補
助
金
・
融
資
の
支
援
拡
充
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
市
内
共
通
商
品
券
の
発
行
支
援
と
と
も
に
、

朝
日
ヶ
丘
総
合
公
園
遊
具
の
更
新
、
北
麻
町
公

営
住
宅
の
建
設
、
光
正
橋
の
架
け
換
え
、
道
路

改
良
・
舗
装
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
あ
わ
せ

た
市
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
維
持
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
布
礼
別
中

学
校
が
　
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
本
年
度
を

６７

も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
す
が
、
東
小
学
校
校

舎
・
屋
内
運
動
場
、
麓
郷
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
改
築
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、

少
林
寺
拳
法
世
界
大
会
中
学
生
の
部
で
最
優

秀
賞
を
飾
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
め
ざ
ま
し

い
活
躍
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
大
き
な
成
長
を
願
う
と
こ
ろ
で

２２００１１４４
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表彰

林野庁長官賞

小林 博さん 

（６３歳）

和４９年に市助役に選任され、昭和５８年から

通算１６年もの永きにわたり富良野市議会議

員として活躍。地方議会の発展向上、地方自治

の確立に尽力された功績が認められ受章されま

した。

昭

特旨叙位 従六位 

故佐藤 康夫さん 

（享年９２歳）

ご遺族の佐藤きよ乃さんに
伝達されました。

瑞宝単光章受章　　

藤田 史朗さん 

（７６歳）

和３３年に富良野消防団に入団以来、３６年も

の永きにわたり消防業務に精励し、身をて

いして迅速的確に有事にあたり、地域の防災体

制の確保に尽力した功績が認められ受章されま

した。

昭

瑞宝単光章受章　　

栃崎 良春さん 

（６５歳）

和４８年から富良野市消防本部雇を拝命し、退

職までの３６年間にわたり、消防本部業務及び

消防署勤務を両立。平成１８年に消防司令に昇任

し、消防隊長として重責を全うした功績が認め

られ受章されました。

昭

厚生労働大臣表彰　

青木 信夫さん 

（７６歳）

和５６年に富良野地方食品衛生協会の理事と

なり、多年にわたり食品衛生の普及向上に

努められ、行政に対する協力を惜しまず、業界

の育成に尽力された功績が認められ受賞されま

した。

昭 成されたカラマツ林が「森づくりコンクー

ル」で最優秀賞を受賞するなど、森づくり

の技術が高く評価され、環境教育などにも積極

に取り組んでいる。今回の受賞を記念し、小中

学校や図書館に森林学習の教本が寄贈されます。

造

おめでとうございまおめでとうございますす

叙叙勲勲
表表彰彰
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▲

道
新
富
良
野
支
局
鈴
木
支
局
長
と
ラ

ジ
オ
ふ
ら
の
西
部
さ
ん
が
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
務
め
る
毎
週
金
曜
放
送
「
ラ

ジ
オ
パ
ガ
ジ
ン
」。
そ
こ
に
広
報
が
お
邪

魔
し
て
今
年
の
ベ
ス
ト
３
を
決
定
！

　2013年を振り返ると、東北楽天イーグルス初の日

本一、２０２０年の東京オリンピック開催や消費税増税

が決定するなど話題の多かった一年だったように思

います。みなさんにとっては、どのような一年だっ

たでしょうか？

　今回の特集では、北海道新聞富良野支局鈴木雅人

支局長とラジオふらのパーソナリティ西部みどりさ

んの協力の下、「2013富良野ＴＯＰニュースベスト

３」を選びました。みなさんも記事を見ながら、今

年一年を振り返ってみてください。

２
０
１
３
年
を
振
り
返
っ
て
…

▲平成６年に開校し、これ
まで５４８人を輩出。そのうち
３割が市内に就職している。

倍返し

お・も
・て・

な・し
じぇじぇじぇ

今でしょ！
消費
税増
税決
定

東京五輪開催決定
東北楽天イーグ

ルス日本一

看護学校２０年

新ＡＬＴ着任

富良野高単位制導入

北の峯ハイツ改築移転

友好都市３５周年（↑シュラートミンク・↓西脇）

根室本線１００周年
富良野～滝川間

▲新しい外国語指導助手として
着任したジョーダンさん（右）と
チェルシーさん（左）。

▲地域の特色をいかした進学重視
の学校をめざし単位制を導入。演劇
や富良野の自然などの科目も。

▲スキーが縁で友
好を結んだシュラー
トミンク市（オース
トリア）と、へそが
取り持つ縁の西脇市。
ともに友好３５周年を
迎え、友好の絆を再
表明した。

▲

定
員
を
１
２
０
人
に
増
や

し
、
全
室
個
室
と
す
る
な
ど

充
実
し
た
施
設
に
。

▲

根
室
本
線
富
良
野
～

滝
川
間
開
通
１
０
０
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
。

定住自立圏形成協定

▲

沿
線
１
市
３
町
１
村

で
富
良
野
地
区
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
を
締
結
。

広
域
連
携
に
よ
り
、
効

率
的
で
効
果
的
な
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
。
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１１

２２

３３

マルシェ２００万人突破
ネーブルタウン着工

オープンから４年目を迎えたフ
ラノマルシェの来場者数が２００万
人を突破し、右肩上がりに来場者
数を伸ばすフラノマルシェの快
進撃。日に日に変わる街並みが印
象的な中心市街地再開発事業
「ネーブルタウン」の着工とあわ
せ、堂々の第１位！

この人口規模のまちに、こ
れだけの人が集まるのか
と驚きました。今では、ま
ちのシンボル的存在。今後
の富良野の発展に希望が
持てる明るい話題でした。

価格的には高価ですが、本格
的な製法で手間暇かけて造
られた逸品なので、それだけ
の価値あり。今後、このワイ
ンをどう戦略的に使ってい
くのか楽しみです。

犠牲者を出した３月の暴風雪と、東山や麓郷
地域が陸の孤島と化した１０月の大雪。今後の
教訓として記憶し、ラジオふらのとしてもよ
り防災体制を整えていきたいと思います。

ふらのワインが
スパークリングワインを発売

５年がかりで商品化にこぎつけ
たふらのワイン初のスパークリ
ングワイン「ペルル・ド・バッ
カス」4,200円。製法はシャンパ
ン方式の本格派。１０月１日に５００
本を限定販売し即日完売！

大雪による災害
３月３日・１０月１６日

３月３日、道内各地で暴風雪被
害があり、富良野でも犠牲者を
出しました。また、１０月１６日は、
大雪による倒木で道路が遮断さ
れ、一部地域で長時間の停電が
あり、市民生活に大きな影響を
与えました。

鈴鈴木木支支局局長長ののココメメンントト

鈴鈴木木支支局局長長ののココメメンントト

西西部部ささんんののココメメンントト

香港・台湾トップセールス

北海道障害者冬季スポーツ大会

日刊富良野休刊

地域おこし協力隊着任

第４５回北海へそ祭り

▲

都
市
に
住
む
人
た
ち
が
地
方
に
移
住
し
、
地

域
活
性
化
の
た
め
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
。
富
良
野
に
も
６
月
か
ら
和
歌
山
県
出
身
の

山
本
未
麗
さ
ん
が
着
任
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

▲

２
日
間
で
踊
り
手
３
７
０
０
人
、
来

場
者
７
万
人
と
盛
況
だ
っ
た
今
年
の

へ
そ
祭
り
。
新
企
画「
へ
そ
グ
ル
メ
」
も

行
わ
れ
、
富
良
野
に
こ
だ
わ
っ
た
一
品

が
提
供
さ
れ
た
。

▲東中学校体育館落
成、東小学校と麓郷小
中学校体育館の着工、
緑町児童センター落成
など、安全安心の学習
施設へ改築工事が進む。

▲２９年振りに富良野で開催され
た本大会には、大回転競技４９選
手と距離競技５４選手が出場し、
日頃の練習の成果を競い合った。

▲１０月に沿線１市４町１村の市町村長ら関係者１７人
が、香港と台湾の観光関係団体などを訪問し地域を
ＰＲ。それをきっかけに富良野地域日台親善協会が
設立されるなど、今後一層の経済交流が期待される。

▲

地
域
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
を
丁
寧
に
取
材
し
記
事
に

し
て
い
た
日
刊
富
良
野
。
突
然

の
休
刊
に
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
。

教育施設改築あいつぐ
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～～
平平
成成

年年
度度
市市
長長
とと
語語
ろろ
うう
地地
域域
懇懇
談談
会会
～～

２２５５

テ
ー
マ

考
え
よ
う

地
域
医

テ
ー
マ
　
考
え
よ
う
 地
域
医
療療

深深
刻刻
化化
すす
るる
医医
師師
不不
足足

　
全
国
的
な
課
題
「
医
師
不
足
」。
道
内
で
も
診
療
制
限
が
行
わ
れ
、
救
急
医
療
の
受
け

全
国
的
な
課
題
「
医
師
不
足
」。
道
内
で
も
診
療
制
限
が
行
わ
れ
、
救
急
医
療
の
受
け
入入

れ
が
中
止
に
な
っ
た
自
治
体
病
院
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
住
民

れ
が
中
止
に
な
っ
た
自
治
体
病
院
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
住
民
にに

よ
る
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す

よ
る
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。。

　
９
月
か
ら
市
内

カ
所
で
実
施
し
た

９
月
か
ら
市
内
　
カ
所
で
実
施
し
た
「「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」
で
は

市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」
で
は
、、
こ
の
よ

こ
の
よ

１７１７

う
な
情
勢
を
受
け

う
な
情
勢
を
受
け
、、
「
地
域
医
療
」
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地

「
地
域
医
療
」
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域域

懇
談
会
で

懇
談
会
で
のの
説
明
内
容
を
紹
介
し
ま
す

説
明
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。。

医
師
が
少
な
い
富
良
野
圏

　
　
　
道
内
ワ
ー
ス
ト
7

　
か
か
り
つ
け
医
が
行
う
初
期

医
療
に
加
え
、
専
門
性
の
高
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
、
入
院
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
地
域

と
な
る
「
二
次
医
療
圏
」
は
、

道
内
に
　
圏
域
あ
り
ま
す
。
富

21

良
野
市
は
、
上
富
良
野
町
、
中

富
良
野
町
、
南
富
良
野
町
、
占

冠
村
と
と
も
に
、
富
良
野
第
二

次
医
療
圏
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
数
を
見
る
と
、
全
道

で
は
1
2
0
1
9
人
お
り
、
人

口
　
万
人
当
り
の
医
師
数
で
は
、

10
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
2
1
8
・
3

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

富
良
野
医
療
圏
で
は
、
人
口
　10

万
人
当
り
1
3
1
・
9
人
と
少

な
く
、
道
内
で
も
7
番
目
に
少

な
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

富
良
野
圏
域
の
中
核
を
　

担
う
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院

　
富
良
野
医
療
圏
の
中
核
病
院

で
あ
る
富
良
野
協
会
病
院
は
、

北
海
道
が
指
定
す
る
「
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
」
と
し
て
多
く
の

診
療
科
を
有
し
、
圏
域
内
の
二

次
医
療
と
救
急
医
療
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
他
に
二
つ

の
病
院
と
八
つ
の
診
療
所
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
圏
域
内
に
は
、

上
富
良
野
町
立
病
院
、
国
保
中

富
良
野
町
立
病
院
、
南
富
良
野

町
立
診
療
所
（
3
カ
所
）、
占
冠

村
立
診
療
所
（
2
カ
所
）
が
設

置
さ
れ
、
沿
線
町
村
に
あ
る
民

間
の
診
療
所
も
含
め
、
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
が
中
心
と
な
り
高

度
医
療
機
器
の
共
同
利
用
や
開

放
病
床
の
設
置
な
ど
、
病
院
と

病
院
、
病
院
と
診
療
所
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
医
療
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

減
少
し
続
け
る
常
勤
医
師

　
富
良
野
協
会
病
院
の
常
勤
医

師
数
は
、
平
成
　
年
が
　
人
と

21

27

近
年
で
は
最
多
と
な
り
、
平
成

　
年
４
月
で
も
　
人
が
確
保
さ

24

26

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
25

4
月
に
は
　
人
に
急
減
し
、
一

21

方
で
医
師
不
足
を
補
う
た
め
出

張
医
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
、
当
直
や
日
直
に
か
か

る
常
勤
医
師
の
負
担
が
増
加
し
、

医
師
が
疲
弊
す
る
と
と
も
に
、

出
張
医
も
常
勤
医
換
算
で
9
人

相
当
に
な
り
、
そ
の
費
用
も
増

大
し
、
経
営
的
に
も
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
科
系
の
常
勤
医
師
半
減

　
診
療
科
別
の
常
勤
医
師
の
状

況
を
見
る
と
、
平
成
　
年
4
月

22

に
は
、
産
婦
人
科
医
が
不
在
と

な
り
、
圏
域
内
で
の
出
産
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
沿
線

市
町
村
、
医
師
会
、
協
会
病
院

と
の
連
携
の
も
と
医
師
派
遣
要

請
を
し
た
結
果
、
同
年
8
月
に

は
新
規
の
医
師
確
保
が
図
ら
れ
、

現
在
で
は
産
婦
人
科
医
２
人
体

制
と
な
り
、
地
域
で
安
心
し
て

第二次医療圏における人口１０万人あたりの医師数

道道内内２２１１医医療療圏圏中中、、富富良良
野野医医療療圏圏はは、、医医師師数数がが
ワワーースストト７７位位

１０万人対医師数が全道平均を上回っている圏域

１０万人対医師数が全道平均の７０％以下の圏域

富良野

131.9人

宗谷

91.2人

北網

146.8人上川中部

312.2人

北空知

193.2人

南空知

157.8人
十勝

160.9人東胆振

151.3人
北渡島桧山

121.8人

遠紋

131.0人

釧路

160.1人

根室

94.3人
中空知

204.8人

札幌

264.5人後志

175.2人

日高

102.2人
西胆振

205.3人

南檜山

114.1人

留萌

133.7人

南渡島

216.6人

上川北部

161.9人

※平成2２年度末現在
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出
産
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
　
年
に
は
麻

23

酔
科
、
平
成
　
年
に
皮
膚
科
の

24

常
勤
医
師
が
不
在
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
内
科
系
の
常
勤

医
師
に
お
い
て
は
、
平
成
　
年
22

に
は
7
人
い
ま
し
た
が
、
現
在

３
人
体
制
と
な
り
、
出
張
医
で

の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
地
域
懇
談
会
で
は
、「
診
療
の

度
に
医
者
が
変
わ
る
」
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
張
医
が

増
え
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

医
師
不
足
の
主
な
要
因

虚
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
導
入

　
こ
の
制
度
で
は
、
医
師
免
許

を
取
得
後
、
基
本
的
な
診
療
能

力
を
修
得
す
る
た
め
に
、
２
年

以
上
の
臨
床
研
修
が
平
成
　
年
１６

に
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。
導
入

以
前
は
、
研
修
医
の
７
割
が
大

学
病
院
で
研
修
を
実
施
し
、
地

方
の
病
院
で
は
大
学
病
院
の
医

局
か
ら
多
く
の
医
師
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
導
入

後
は
、
大
学
で
の
臨
床
研
修
を

受
け
る
研
修
医
が
大
幅
に
減
少

し
、
大
学
病
院
の
医
師
も
減
少
、

こ
れ
に
伴
い
地
方
病
院
へ
の
医

師
派
遣
が
で
き
な
く
な
り
、
現

在
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。　

許
医
師
の
絶
対
数
が
少
な
い

　
過
去
に
は
、
医
療
費
の
削
減

の
た
め
医
師
総
数
の
抑
制
政
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
統

計
で
は
日
本
の
医
師
数
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
７
割
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

距
医
師
の
都
会
志
向

　
利
便
性
、
情
報
、
教
育
な
ど

の
環
境
か
ら
、
医
師
に
は
都
会

志
向
が
強
く
あ
り
ま
す
。

鋸
病
院
勤
務
医
師
の
過
重
労
働

　
日
勤
か
ら
当
直
、
日
直
と
連

続
す
る
こ
と
も
多
く
、
少
な
い

医
師
数
で
の
診
療
が
、
過
重
労

働
を
招
き
、
地
方
か
ら
立
ち
去

る
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
富
良
野

協
会
病
院
に
対
し
、
平
成
　
年
19

の
移
転
新
築
で
は
　
億
円
を
超

11

え
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

二
次
救
急
医
療
へ
の
支
援
も
継

続
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
状
況
が
一
層
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
本
年
度
は
地

域
セ
ン
タ
ー
病
院
医
師
確
保
対

策
事
業
補
助
金
（
３
０
０
万
円
）

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
産
婦

人
科
、
小
児
科
医
療
機
器
導
入

へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、　

月
　
日
に
は
市
長

11

15

が
沿
線
の
町
村
長
と
と
も
に
、

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
を
指
定
し

て
い
る
北
海
道
の
副
知
事
に
面

談
し
、
医
師
の
確
保
な
ど
を
強

く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
的
な
医
師
確
保

対
策
の
た
め
に
、
平
成
　
年
4

26

月
か
ら
は
新
た
に
、
旭
川
医
科

大
学
の
医
学
生
を
対
象
に
し
た

医
師
養
成
確
保
修
学
資
金
貸
付

制
度
を
創
設
し
、
将
来
の
医
師

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

地
方
勤
務
の
医
師
の
思
い

　
北
海
道
が
平
成
　
年
に
実
施

23

し
た
全
道
の
地
域
セ
ン
タ
ー
病

院
に
勤
務
す
る
医
師
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
多
く

が
「
業
務
の
多
忙
」、「
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
専
門
性
の
強
化
が
で

き
な
い
」
と
訴
え
、
医
師
不
足

地
域
に
従
事
す
る
と
し
た
場
合

の
条
件
で
は
、
第
一
に
「
自
分

と
交
替
で
き
る
医
師
の
確
保
」

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

「
医
師
の
勤
務
環
境
に
対
し
て

地
域
の
理
解
が
あ
る
」
を
勤
務

条
件
と
し
て
答
え
た
医
師
も
多

く
、
地
方
勤
務
で
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
で
も
、「
患
者
や
住
民

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
充
実
感
」

と
す
る
回
答
が
多
く
、
地
方
に

お
け
る
地
域
医
療
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

住
民
と
医
師
が
信
頼
し
、

協
力
し
あ
う
地
域
医
療
を

　
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、

医
師
の
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
を
持
続
さ
せ
る
環
境

づ
く
り
が
大
切
で
す
。「
コ
ン
ビ

ニ
受
診
は
絶
対
に
し
な
い
」「
診

療
に
お
け
る
医
師
と
患
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
」
な
ど
、
医
師
の
立
場
、
患

者
の
立
場
を
思
い
や
り
、
協
力

し
あ
う
中
か
ら
、
市
民
の
総
意

で
地
域
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
医
療
の
現
状
に
関
す
る
出

前
講
座
も
要
望
に
応
じ
て
行
い

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し

込
み
は
保
健
医
療
課
ま
で
。

鰹問 
保
健
医
療
課
　

拶
3
9
‐
2
2
0
0

平成２５年平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年科目

１２２３２２内科

１２２１１１消化器内科

１２２３３３循環器内科

３３３３４４小児科

４４３３３３外科

３３３４４２整形外科

２２１０１１産婦人科

１１１１２２眼科

００１１１１皮膚科

３３３３３３泌尿器科

０００１２１麻酔医

２４３２１２研修医

２１２６２４２５２７２５合　計

地域センター病院（富良野協会病院）の常勤医師の状況 （人）
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１

明日の災害に備え明日の災害に備えてて

最最低低限限 知っておきた知っておきたいい

２２つつのの防災知防災知識識

あなたの避難場所
く
つ
か
の
避
難
先
と
避

難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
下
表
で
は
「
自

宅
の
住
所
」
に
対
応
す
る
避
難
所

を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
そ

の
避
難
所
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
の
状
況
に
よ
り
、
安

全
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
避
難
情
報
は
、
そ
の
と
き

の
災
害
状
況
か
ら
「
避
難
準
備
情

報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

い

地震災害などにおける避難所
住　所名　称避難対象地区

島ノ下島の下会館

新富町、桂木町、西町、北斗

町、朝日町、花園町、島ノ下、

清水山、東・西学田二区

西学田二区ぶどう果汁工場

西町１番1号緑峰高校

桂木町５番１０号スポーツセンター

桂木町１番１号西中学校

若松町１０番１号富良野小学校
末広町、日の出町、栄町、幸

町、弥生町、若松町、本町、

北の峰町、学田三区

弥生町１番２号文化会館

弥生町５番１号看護専門学校

末広町１番１号富良野高校

緑町８番２０号扇山小学校緑町、扇町、南町、若葉町、扇山

瑞穂町１番３０号東中学校
麻町、新光町、瑞穂町、東町、

春日町、住吉町、錦町、東雲

町、大沼

北麻町８番１号東小学校

春日町１２番５号ふれあいセンター

西麻町１番１号人材開発センター

北の峰町８番１号北の峰コミセン北の峰町、御料

東鳥沼１鳥沼小学校鳥沼

西扇山２自動車学校
扇山

南扇山３扇山公民会館

布部市街布部会館

布部、五区、御料 上五区布部小中学校

上御料御園会館

山部東１４線２番地北星地区コミセン

山部

山部東町８番６４号山部小学校

山部北町１２番３号山部中学校

山部西２４線３番地南陽地区コミセン

山部東２１線１２番地生涯学習センター

東山あかしや東山支所
東山

東山共栄樹海中学校

西達布おもと西達布おもと会館

西達布
西達布市街西達布集落センター

西達布たちばな西達布開拓婦人ホーム

西達布つつじ三の山会館

老節布市街樹海小学校
老節布、平沢

平沢平沢集落センター

麓郷市街麓郷集落センター
麓郷

南麓郷麓郷小中学校

北布礼別布礼別小中学校

布礼別、富丘、八幡丘 西富丘富丘総合会館

八幡丘八幡丘会館

洪水時における避難所
住　所名　称避難対象地区

北の峰町８番１号北の峰コミセン学田三区

西麻町１番１号人材開発センター桂木町、西町、花園町、北斗町、東・西学田二区

瑞穂町１番３０号東中学校朝日町、本町、若松町、日の出町、幸町、新富町

春日町１２番５号ふれあいセンター栄町、錦町、新光町、東雲町、北大沼、住吉町、瑞穂町、北・東麻町、

緑町８番２0号扇山小学校末広町、弥生町、若葉町、扇町

西扇山２自動車学校東・西鳥沼、南大沼

中五区育良会館中五区、下五区

上御料御園会館上五区

山部東１４線２番地山部北星地区コミセン

山部 山部東町８番６４号山部小学校

山部西２４線３番地山部南陽地区コミセン

老節布市街樹海小学校東山

西達布おもと西達布おもと会館

西達布 西達布市街西達布集落センター

西達布つつじ三の山会館

避避難難場場所所一一覧覧

【地震発生時】

虚まずは身の安全

許広い場所などで一時避難

距避難所などへ移動

【水害・土砂災害発生時】

虚情報収集

許避難準備

距避難所などへ移動

◆災害時行動マニュアル◆
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１

２情報収集手段
し
い
災

害
情
報

を
得
る
こ
と
で
、

次
の
行
動
が
迅

速
で
適
切
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

家
庭
や
地
域
な

ど
で
情
報
収
集

方
法
の
再
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

正

安安
心心
安安
全全
メメ
ーー
ルル

　
防
災
・
防
犯
情
報
を
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

す
る
「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」

で
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報

を
い
ち
早
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

配
信
内
容
　

《
防
災
メ
ー
ル
》

　
避
難
情
報
・
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
・
避
難
解
除
・
そ
の
他

の
防
災
に
関
す
る
情
報

《
防
犯
メ
ー
ル
》

　
不
審
者
情
報
・
詐
欺
情
報

登
録
方
法

《
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
場
合
》

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

《
携
帯
電
話
で
受
信
す
る
場
合
》

虚f
u
r
a
n
o
@
r
e
q
.jp

に
空

メ
ー
ル
を
送
信

▲

許
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た

ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

▲

距
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
希
望
す

る
配
信
内
容
を
入
力

▲

鋸
 登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
確
認
の
メ
ー
ル
が
到
着

鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０

◆広報車で関係する地域を巡回

◆ラジオふらのでお知らせ

◆安全・安心メールでお知らせ

◆状況によっては、電話や戸別訪問 ラジオふらの

７７.１MHz

安全・安心

　メール　

戸別訪問

広報車巡回

公共放送

閣

閣

滑
滑
滑

電 話
滑
滑
滑

洪水想定区域内にある災害時要援護者施設

《空知川流域》

上五区布部小中学校

弥生町3番３号中央保育所

末広町２４番１５号こども通園センター

栄町１１番１１号サポートステーション栄町

末広町５番１４号２Ｆケアホーム「ふらの」

幸町２番６号りんどう

若葉町１２番１６号さくら荘

本町１２番５号タイムケアセンターえくぼ

朝日町６番１２号ケアホーム「たんぽぽ」

桂木町２番１５１号ケアホーム「ぽぷら」

若葉町７番８号ケアホーム「ひなげし」

末広町６番２０号かわむら整形外科医院

本町６番８号かとう整形外科クリニック

本町１番１０号渡部医院

弥生町６番３１号内海内科クリニック

弥生町６番３０号いんやく小児科クリニック

桂木町２番７７号ふらの西病院

若松町１０番１号富良野小学校

本町８番１０号デイサービスセンターあさひ郷

弥生町５番７０号託児ハウスきっき

幸町１番１４号ヤクルト富良野センター託児室

若松町１１番１号慈恵ひまわり幼稚園

桂木町３番７３号富良野聖園幼稚園

本町１１番１０号ルンビニ幼稚園

扇町１番１号富良野みどり幼稚園

西町２番１００号託児所こころ

《富良野川流域》

西町２番１００号託児所こころ

錦町１３番２６号ケアホーム「わかば」

錦町１３番２７号ケアホーム「あじさい」

東雲町１番１号特別養護老人ホーム北の峯ハイツ

東雲町３番２号ニチイケアセンターしののめ

《ベベルイ川流域》

北麻町８番１号東小学校

錦町１３番２６号ケアホーム「わかば」

錦町１３番２７号ケアホーム「あじさい」

東雲町１番１号特別養護老人ホーム北の峯ハイツ

東雲町３番２号ニチイケアセンターしののめ

《西達布川流域》

東山あかしや東山保育所

土砂災害警戒区域内にある災害時要援護者施設

《四線川》

中御料2062北の峰病院

中御料2067-14デイセンター芽ぐみ野

中御料2071-5ケアホーム「ごせん」

中御料2062-25ケアホーム「ごりょう」

中御料2067-14北の峯学園

中御料2067-3グループホーム北の峯

《名取の沢川》

東鳥沼国の子寮

災害時要援護者や災害時要援護者施設は、早めの避難・準備に心がけてください。

※災害時要援護者…災害時に避難するための支援を必要とする高齢者や体の不自由な方など

閣

要要援援護護者者利利用用施施設設はは特特段段のの配配慮慮をを

滑
滑
滑

災
害
時
に
速
報

災
害
時
に
速
報
！！

今
す
ぐ
登
録

今
す
ぐ
登
録
をを
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年
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
山

部
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
山
部
菊
花
展
」。
鮮
や
か
な
色

彩
を
放
つ
菊
の
作
品
で
、
来
場

者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
１
年
か

け
て
作
品
を
手
が
け
て
い
る
山

部
菊
の
会
（
鎌
田
登
会
長
）
は
、

山
部
に
住
む
愛
好
者
た
ち
が
集

ま
り
、
昭
和
　
年
に
会
を
設
立
、

５６

現
在
９
人
の
会
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
設
立
当
初
に
は
　
人
20

が
会
員
と
な
り
、
過
去
に
は
千

点
に
上
る
作
品
や
、
絵
画
を
背

景
に
し
た
芸
術
的
な
作
品
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
の
活
動
は
５
月
の
初
め
こ

ろ
に
、
根
だ
し
作
業
を
し
た
苗

を
会
員
に
渡
し
、
秋
の
菊
花
展

に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
生
育
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
１

本
の
根
か
ら
た
く
さ
ん
の
花
を

咲
か
せ
る
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ

形
や
大
き
さ
な
ど
が
決
め
ら
れ

て
お
り
、
大
き
な
作
品
で
は
、

２
年
を
か
け
て
製
作
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
秋
に
花
の
色
が

見
え
て
く
る
と
、「
苦
労
し
た
甲

斐
が
あ
っ
た
」
と
達
成
感
、
充

実
感
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
会
で
は
、
毎
年
菊
に
関
す
る

講
習
会
や
実
習
な
ど
も
開
催
。

日
照
時
間
で
花
を
咲
か
せ
る
時

期
を
調
整
し
た
り
、
講
師
を
招

山部菊の会

い
て
菊
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、

会
員
の
技
術
向
上
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
山
部
小
学
校
で
は
会

の
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
り
、

毎
年
児
童
に
菊
の
作
品
づ
く
り

を
指
導
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

作
っ
た
感
想
や
感
謝
の
気
持
ち

を
書
い
た
絵
手
紙
な
ど
が
会
に

贈
ら
れ
、
菊
を
通
じ
た
地
域
交

流
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
菊
を
育
て
る
上
で
は
、
土
づ

く
り
が
一
番
大
切
な
作
業
で
、

木
の
葉
を
醗
酵
さ
せ
て
手
作
り

で
肥
料
を
作
る
な
ど
、
来
春
も

土
づ
く
り
か
ら
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。「
花
が
満
開
に
な
る
ま
で
、

生
き
物
の
よ
う
に
手
を
か
け
る

こ
と
が
楽
し
い
で
す
」
と
菊
づ

く
り
の
魅
力
を
話
す
鎌
田
会
長
。

「
会
員
も
高
齢
に
な
り
ま
し
た

が
、
一
緒
に
菊
づ
く
り
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
、
一
緒
に
作
品
を
作
り
ま

し
ょ
う
」
と
地
域
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
活
動
に

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
山
部
菊
の
会
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
鎌
田
登
会
長
（
拶
４
２
‐

２
２
９
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

毎

▲今年で３３回目を迎えた山部菊花展。６００点以上の作品が並べられる

菊の魅力で地域に貢献

滑
来
年
に
向
け
苗
を
自
宅
ハ

ウ
ス
で
管
理
す
る
鎌
田
会
長

▲
子
ど
も
た
ち
か
ら
贈
ら
れ

た
た
く
さ
ん
の
絵
手
紙
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 花  垣   星  也  さん
はな がき せい や

－ 牧場スタッフ －

　八幡丘の深夜の牛舎、せっせと搾乳や清掃作業

を行う姿があります。東京都出身の花垣星也さん

２３歳。３年前に専門学校を卒業し、藤井牧場への

就職をきっかけに、富良野に移住しました。

　もともと動物に興味があったものの、第一志望

は動物園の飼育員。ところが専門学校の研修先で

牛と出会ったことが人生の転機となります。「牛に

惚れました。牛と一緒に暮らしている将来のイ

メージが湧いてきたんです」とそこから花垣さん

の夢は酪農家へと変わっていきました。

　早速、酪農の求人支援サイトに登録した花垣さ

んは、担当者から藤井牧場を紹介され、２週間の

事前研修を経て就職。「社長と面談したときに、す

ごい先のことを考えて酪農をしていると感じまし

た。社長は体だけじゃなく夢もデカい。自分も将来、

独立を考えているので、いろいろなことを学べる

と思いました」と当時を振り返ります。

　憧れの牛に囲まれた生活をスタートさせました

が、その忙しさに驚いたそうです。「『北海道でス

人
良野に

移る

富 牛牛
にに
惚惚
れれ
まま
しし
たた

ローライフ！』を想像していたのですが、全然ス

ロー（ゆっくり）じゃなかった」と苦笑する花垣

さん。現在は、繁殖業務の副担当を務め、種付け

や発情の発見といった専門的な業務にあたってい

ます。

　そんな忙しい中、趣味も多い花垣さんは、仕事

で知り合った同世代の仲間たちとフットサルやス

ノーボードを楽しむほか、そのつながりから、「ふ

らの青年塾」に加入しました。「動物も好きだけど

人との交流も好き。イベント事も大好きで参加す

るよりも作りたい方」と楽しみながら積極的に地

域と関わり、人の輪を広げています。

　藤井雄一郎社長は、「花垣の下にも若いスタッフ

がいるけど、その子たちの良い手本になっている。

純粋にうちで育った人材だからうれしいよね。地

域の人たちとも関わりを持っていて感心する」と

さらなる成長に期待を寄せます。

　今後について花垣さんは、「直近の目標は、担当

している繁殖の成績を上げることと、分娩の対処

ができるようになること。そしてもっと牛の知識

を深めていきたいです。将来的には、自分で観光

牧場をやってみたいですね」と大好きな牛に囲ま

れながら、夢に向って着実に歩みを進めています。
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　中富良野　

防災講演会

　近年の局地的豪雨や大雪、十勝岳火山など
最近気になっている身近な防災について考
えてみましょう。参加者には数量限定の粗品
（防災用品）もあります。

と　き　１月３１日鰹金 　午後１時３０分

ところ　農村環境改善センター

鰹問 総務課　拶44‐２１２２

　南富良野　

かなやま湖冬の風物詩

氷上わかさぎ釣り

　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到
来しました。町では釣り場の管理などを行っ
ていませんので、釣りをされる方は氷の厚さ
や周辺の状況を十分ご確認のうえ、安全に注
意して行ってください。寒さが厳しくなるこ
れからが本番です。ぜひお越しください。

鰹問 産業課　拶５２‐２１７８

　占冠　

静かに湧き出る温泉

湯の沢温泉「森の四季」

　清らかな空気と良質の湯、そして静寂の中
に心身を浸すことを求める方にはもってこ
いの温泉です。北海道で１、２位を争う占冠
村の厳しい冬の寒さも、湯の沢温泉に浸かれ
ばポッカポカ。ぜひお越しください。

鰹問 湯の沢温泉「森の四季」　拶56‐2311

　上富良野　

カレーと温泉のスペシャルコラボ

　１月２２日の「カレーの日」、１月２６日の
「フロの日」にちなんだコラボイベント。

期　間　１月２２日鰹水 ～２６日鰹日 

実施施設　凌雲閣・カミホロ荘・白銀荘（温泉のみ）　
　　　　フラヌイ温泉

内　容　温泉入浴が特別料金３００円
　　　　かみふらのカレーが特別料金６００円

鰹問 かみふらの十勝岳観光協会　拶４５‐3150

ちょっくら

となりまち

「何じゃこりゃ！この…自販機は！？」
鞄みっけた場所　「レストランバーバリアン裏手」（北の峰町）

鞄みっけた「自動販売機」の特徴（取材先：バーバリアン店長 佐藤さん）

・この自販機の所有者はレストランバーバリアンさん。

・見本は本物なので、2個入れてしまうとその分ロスが出てし
　まう。そのため表示を「同→」としている。

・店長が自ら仕入れているため、すべて低価格で提供できて
　いる。（中には利益がないものも…）

・店長が試飲した中でおすすめのものを入れている。

・中身がよく入れ替わる。（仕入れ状況によるため）

・さまざまなメーカーの飲み物が入っている。

・売上１位「お茶」、2位「水」、3位「炭酸飲料」

・コーヒーは好みが割れるので、より多くのメーカーのもの
　を入れている。

「もっと富良野のまちを知ろう！」をテーマに塾生がまちを散歩しなが
ら「みっけた」ものや人を集めていく企画です。

鰹問 ふらの青年塾事務局（社会教育課内）　拶３９‐２３１８

港 鴻高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高

香 溝高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
ふらの青年塾

「ふらのみっけ」

とは？

みっけた～その虚

「こんなところにポストが…」
鞄みっけた場所　「東町のとある角地の住宅」

鞄みっけたときの感想　「なんで閑静な住宅街の一角にポストがあるんだろう！？」

鞄取材した結果
　郵便局社員の方と家の持ち主の方にお話を聞いたところ、以前ここには
電気屋さんがあり、そこに置かれていたポストが住宅に変わった現在も引
き続き設置されているとのことでした。持ち主の方は「玄関を出たらすぐ
ポストがあるって便利ですよね」と大変重宝している様子でした。何にし
ても個人宅の敷地内にポストが設置されているのは珍しいようです。

みっけた～その許
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上上手手
にに国国
際際交交
流流

おおもも
ててなな
しし講講
座座 「お正月の過ごし方」編

市商工観光課の外国人担当スタッフ（中国・韓国）と教育委員会の外国語指導助手
（米国）を講師に各国のおもてなし術を教えます！外国の方々を最高のおもてなしで
歓迎して、富良野をもっと好きになってもらいましょう！ 今日のお題は…

ChinChinaa

中中国国

S.KoreS.Koreaa

韓韓国国

USUSAA

米米国国

 佐藤  
さとう

 華恵 さん
はなえ

中国黒竜江省ハルピン市出身。
１０歳から日本へ。平成２４年度か
ら市商工観光課の中国担当ス
タッフとして、通訳や観光パン
フレット・ホームページの翻訳
などの業務を行っている。

縁起の良いものを食べます
　中国語圏の大晦日、カウントダウンは餃子や餅を食べな

がら、新年を迎えます。餃子は中国の昔の貨幣に似ていて、

金運が上がると言われています。餅は「ネ

ンガォ」と言い、「高み」の「ガォ」と発音

が似ていることから食べます。日本のおせ

ち料理と同じで、お正月は縁起の良いもの

を食べながら過ごします。ちなみに、中国

語圏は旧正月が新年で、学校や仕事で長い

休みが取れるので、最近は海外旅行に行く

人も増えています。

 朴  
パク

 慈恵 さん
ジャヘ

韓国麗水市出身。平成２３年度か
ら市商工観光課の韓国担当ス
タッフとして、通訳や観光パン
フレット・ホームページの翻訳
などの業務を行っている。

ヘイデン・ウォングさん
アメリカカリフォルニア州出
身。平成１９年度から教育委員会
の外国語指導助手として、市内
中学校で生徒に英語の授業を
行っている。趣味はスキューバ
ダイビング。

みんなでカウントダウン
　アメリカに紅白歌合戦はありませんが、毎年ニューイ

ヤーズイヴ（大晦日）のカウントダウンテレビ番組が大

人気。芸能人、歌手、バンドなどが出演して、ニューヨー

クのタイムズスクエアでライブが行われます。アメリカ

の西海岸と東海岸では3時間の時差があって、各地の大都

市からテレビ中継が入るので、カリフォルニア州民はカ

ウントダウンを4回もやります！カウントダウンが終わ

るとオールド・ラング・サイン（「蛍の光」の原曲）を歌

うのですが、日本では、お店の閉店時に流れている曲だっ

たので、初めて聞いたときはビックリしました！

トックッで年越し
　韓国では、お正月より旧正月の方を大事に考えていま

す。2014年は1月３０日から2月1日が祝日となっていて、

ほとんどの会社や病院は休みますが、公共交通機関は通

常運行し、繁華街のお店はだいたい開店しています。旧

正月になると、昔は祖父母のお家に親戚が集まり、一緒

においしい料理を食べたり遊んだりしていましたが、最

近は自分のお家で家族と過ごす人が増えました。また、

旧正月には必ず「トックッ」という料理を食べます。お

雑煮と似た料理で、トックッを食べることで１つ歳を取

ると言われています。
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注目の本！

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１月の休館日
　毎週月曜日
　１日鰹水 ～５日鰹日 
　１４日鰹火 ・３１日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

桐谷さんが教えるはじめて
の株主優待／ 桐谷 広人

スマホで撮った写真を素敵
な思い出に変える5つの魔法
／ カメラのキタムラ監修

もし僕がいま２５歳なら、こ
んな５０のやりたいことが
ある。／ 松浦 弥太郎

児童書 NEW

おとのさま、でんしゃにのる

／ 中川 ひろたか 作、　　

　 田中 六大 絵

グレッグのダメ日記 わけ
がわからないよ!

／ ジェフ・キニー 作、

　 中井 はるの 訳

くまくまパン／ 西村 敏雄

展示・イベント

【２階展示ホール】

　学校・学級新聞コンクール作品展示
　　　　　　　　　　　　　１月１９日鰹日 ～２月２日鰹日 

【２階多目的ホール】

　冬休みお楽しみ会　　　　１月１１日鰹土 午前10時30分
　※英語のおはなし会は、冬休み中はお休みします

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　１月２２日鰹水 ・２９日鰹水 午後３時

　ミミズを食べても大丈夫？
数字は永遠につづく？ どんな
ふうに恋に落ちるの？科学、哲
学、社会、スポーツなど、子ど
もたちが投げかけた身近な疑
問に、ドーキンス、チョムス
キーなどの世界的な第一人者
が答える。

世界一素朴な質問、　　
　宇宙一美しい答え
ジェンマ・エルウィン・ハリス

ＢＯＯＫＳ

「雪景色の中に」

博博物物館館のの学学芸芸員員がが「「身身近近ににああるるけけどど見見逃逃ししががちちなな富富良良野野」」ををおお伝伝ええししまますす！！

今月の学芸員は？

泉学芸員

博物館コラム

お
正
月
。
新
し
い
一
年
が
始

ま
る
。
と
は
い
え
季
節
は
冬
の

ど
真
ん
中
。
窓
を
開
け
ば
代
わ

り
映
え
し
な
い
雪
景
色
が
広
が

る
。寒

さ
や
雪
の
お
か
げ
で
家
の

中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
季
節

だ
が
、
思
い
切
っ
て
野
外
に
出

て
み
る
と
自
然
の
生
き
物
た
ち

も
い
つ
も
と
違
っ
た
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
。
最
初
に
気
づ
か
さ

れ
る
の
は
そ
の
景
色
。
普
段
は

土
臭
く
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て

い
る
の
に
、
だ
い
ぶ
す
っ
き
り

し
た
様
子
に
な
っ
て
い
る
。
気

温
が
低
い
の
で
虫
な
ど
小
さ
な

生
き
物
は
活
動
を
低
下
さ
せ
姿

を
消
し
、
植
物
も
多
く
は
枯
れ

る
か
雪
の
中
だ
。

そ
ん
な
中
で
も
む
し
ろ
存
在

を
誇
示
し
て
い
る
生
き
物
を
探

し
て
み
た
。
ま
ず
枝
に
引
っ
か

か
っ
て
い
る
黄
緑
色
の
ま
ゆ
玉
。

ウ
ス
タ
ビ
ガ
と
い
う
蛾
の
さ
な

ぎ
の
抜
け
殻
だ
。
夏
な
ら
ば
目

立
た
な
い
色
な
の
に
、
雪
原
を

バ
ッ
ク
に
日
の
光
を
浴
び
て
際

立
っ
て
見
え
る
。

次
に
、
雪
の
中
に
数
唖
ほ
ど
埋

も
れ
た
赤
い
実
は
鳥
の
好
物
の

ヤ
ド
リ
ギ
の
実
。
雪
の
表
面
に

ふ
わ
り
と
乗
っ
た
、
プ
ロ
ペ
ラ

や
円
盤
の
よ
う
な
形
を
し
た
茶

色
い
も
の
は
カ
エ
デ
や
ウ
バ
ユ

リ
の
種
。
ど
ち
ら
も
白
い
雪
原

に
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。

昆
虫
に
も
わ
ず
か
だ
が
冬
に
活

動
す
る
種
類
が
あ
る
。
筆
者
が

ス
キ
ー
場
で
へ
た
り
込
ん
で
い

る
と
き
に
見
か
け
た
黒
い
虫
は

ク
ロ
カ
ワ
ゲ
ラ
の
仲
間
だ
っ
た

が
、
ひ
ん
や
り
冷
た
い
雪
氷
の

上
を
「
慣
れ
た
も
ん
だ
よ
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
元
気
に
歩
い

て
い
た
。

何
も
無
い
よ
う
な
真
っ
白
な

世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
一
部
の
生

き
物
が
存
在
感
を
発
揮
し
て
、

魅
力
を
示
す
冬
の
自
然
。
雪
が

厚
く
積
も
っ
た
今
な
ら
街
中
や

畑
で
も
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
で

き
そ
う
だ
。
さ
あ
、
理
由
づ
け

は
す
ん
だ
。
明
日
の
た
め
に
雪

か
き
を
し
よ
う
。

博物館の

▼雪の上のクロカワゲラの仲間
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森森 柊二 柊  二 さんさん　(3歳）(3歳） 桂木町　桂木町

しゅうしゅう じじ

今シーズン初の雪だるま今シーズン初の雪だるま（（ ‐‐▽▽‐‐ ））

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

左か左からら

もうすぐ１もうすぐ１歳歳竃竃

笹田笹田 透真 透  真 さんさん
とうとう まま

(11カ月　 (11カ月））東町東町

ど
う
せ
一
緒
に
暮
ら
す
な
ら

「
あ
ん
な
に
大
泣
き
し
て
た
の
に
何
で
寝

て
い
ら
れ
る
の
？
あ
り
え
な
い
・
・
・
」

「
え
っ
？
夜
泣
き
な
ん
か
し
て
た
？
」

「
は
っ
？
信
じ
ら
れ
な
い
！
」

「
だ
っ
て
マ
ジ
で
知
ら
ん
よ
」

「
も
う
い
い
！
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
ら
起
こ
せ
ば
い
い

だ
ろ
！
」

「
・
・
・
・
・
」

　
ど
ん
な
家
庭
で
も
一
度
は
こ
ん
な
や
り

と
り
が
あ
っ
た
の
で
は
？

　
初
め
て
の
子
育
て
に
全
力
投
球
の
妻
。

普
段
は
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
の
に
、
睡

眠
不
足
な
ど
に
よ
る
肉
体
的
・
精
神
的
な

疲
労
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
 罵
 り
合
っ
て
い
る
夫
婦
な
ら
、

の
の
し

抜
本
的
な
関
係
改
善
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、

そ
う
で
な
い
な
ら
、
こ
ん
な
と
き
の
お
互

い
の
考
え
方
が
運
命
の
分
か
れ
目
に
な
る

か
も
。

　
妻
の
考
え
方
・
・
・

「
一
緒
に
起
き
て
夜
泣
き
が
収
ま
る
ま
で

で
き
る
限
り
付
き
合
う
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
、

あ
ん
た
に
は
な
い
の
？
」

「
 悪
  気
 は
な
い
の
よ
ね
。
二
人
そ
ろ
っ
て
睡

わ
る
 
ぎ

眠
不
足
で
体
調
を
壊
し
た
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
困
る
か
ら
、
私
が
我
慢
し
よ
う
」

　
夫
の
考
え
方
・
・
・

「
基
本
的
に
、
子
育
て
は
母
親
の
仕
事
だ

ろ
！
日
中
は
子
育
て
手
伝
っ
て
る
ん
だ
か

ら
少
し
は
感
謝
し
ろ
よ
！
」

「
睡
眠
不
足
で
気
が
立
っ
て
る
ん
だ
な
。
夜

は
起
き
ら
れ
な
い
か
ら
、
起
き
て
い
る
と

き
は
で
き
る
だ
け
子
育
て
手
伝
お
う
」

　
性
格
や
体
調
不
良
な
ど
で
、
つ
い
つ
い

瞬
間
的
に
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
誰
に
で

も
あ
る
こ
と
。
本
能
に
任
せ
て
イ
ラ
イ
ラ

し
続
け
る
の
は
簡
単
で
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
ケ
ン
カ
で
相
手
に
勝
っ

て
や
ろ
う
と
思
う
の
で
は
な
く
、『
今
後
良

い
関
係
で
い
る
た
め
に
』
思
っ
て
い
る
こ

と
を
言
い
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
で

す
よ
ね
。
自
分
は
そ
う
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
不
完
全
で
す
が
（
笑
）

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
　
　

究
極
の
プ
ラ
ス
思
考
さ
ん
　
弥
生
町

　
子
育
て
を
と
お
し
て
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０
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▼お年寄りと「そば打ち」交流
麓小ふれあいまつり　　１１月２９日鰹金 

郷小学校が麓郷老人クラブの方々を招いて、そ

ば打ちや昔遊びなどをして交流する「麓小ふれ

あいまつり」を開催しました。そば打ちは、原料の

そばも子どもたちが育てたものを使用するなどす

べて手作り。６年生の小瀬那月さんは、「自分たち

が作ったものなのでおいしく感じる」、麓郷老人ク

ラブの宮田会長は、「クラブの中で共通の話題がで

きる。毎年の楽しみだ」と笑顔を見せていました。

麓

ズームアップ

まちのできごと

▼地元食材を使ったアイデア
パン・スイーツ商品企画の表彰式　　１１月２３日鰹土 

ラノマルシェの３周年記念行事として、地元

の素材を使ったパン・スイーツの商品企画の

表彰式がフラノマルシェ内で行われ、子どもたち

の感性あふれるアイデア作品が披露されました。

式では「若者のすばらしいアイデアを取り込みな

がら、食による楽しい空間作りをしましょう」と

西本伸顕代表取締役があいさつし、それぞれの受

フ

賞者に表彰状を手渡しました。パン部門で最優秀

賞を受賞した星沙耶花さん（富良野高３年）は、

冬でも温まるホコホコしたパンをイメージした

「ポタパン」を考案。スイーツ部門で最優秀賞を受

賞した安部聖矢さん（緑峰高３年）はぶどうを使っ

た「ぶどうのレアチーズケーキ」を考案しました。

それぞれ富良野の気候や食材をいかした作品が選

ばれました。このアイデア作品は期間限定で販売

されるなど、子どもたちのアイディアが地域の活

性化に活かされます。

▼マルシェのイメージキャラク
タートマ四Ｐ（トマピー）と記
念撮影する受賞者

▼家庭と地域で防災に備える
男女共同参画講演会　　１１月２１日鰹木 

災講演会が地域福祉センターいちいで開催さ

れ、災害時に男女の役割や、家族、地域の人を

守るために何を備え、行動をとれば良いのかなどを

学びました。講演では、東日本大震災における被災

地の様子などを取り上げながら「地域で普段行って

いることを大切に続けて、その中に防災へつながる

ことを取り入れてください」と日常の生活の中でも

防災力を高めてほしいと話していました。

防

▲ぶどうのレアチーズケーキ（左）
とポタパン（右）



ズームアップ

まちのできごと

1177 FFuurraannoo 22001144--11
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▼富良野ブランドの向上へ
農業セミナー　　１１月１１日鰹月 ～１２月３日鰹火 

業経営の強化や農産加工などによる富良野ブラ

ンドの向上を図るため、農業セミナーを開講しま

した。期間中、ネット販売や６次産業化などをテーマ

に９回のセミナーを行い、延べ１７６人が参加。６次産

業化セミナーでは、道内の先駆者や金融機関の方を講

師に、事例紹介や資金調達の方法を学習。参加者は、「6

次産業化のイメージがつかめた。金融機関が相談に

のってくれるのは心強い」と感想を話していました。

農
▼力走し友好深める

第３６回西脇子午線マラソン大会参加報告　　１２月１２日鰹木 

好都市西脇市で開催された西脇子午線マラソ

ンに、招待選手として小林篤史さん（富良野小

勤務）と今井晶子さん（カワムラメディカルビル勤

務）が参加し、交流を深めてきました。小林さんは、

「自分のベストを尽くせた。友好３５周年の記念の年

に走れたことがうれしい」、今井さんは、「手厚い歓

迎を受け感激した。参加を後押ししてくれた職場に

感謝したい」とそれぞれ能登市長に報告しました。

友

ズームアップ

まちのできごと

▼プロの技に拍手喝采
北都プロレスinやまべ２０１３　　１２月８日鰹日 

まべまちおこしネットワークが主催する北都

プロレスinやまべが山部福祉センターで開催

され、間近でプロレスラーたちの技を堪能しまし

た。昨年に引き続き、今回で２回目の開催となる

このイベントには、老若男女問わずたくさんの来

場者が詰めかけ、試合開始前に行われたちびっこ

プロレスでは、数人の子どもたちがプロレスラー

と対戦し、会場を盛り上げました。「みんなで応援

や

しながらイベントを楽しんでください」と山崎伸

一理事長のあいさつの後、試合が開始され、派手

なコスチュームに身を包んだプロレスラーたちが

次々と登場。中にはお年寄りに変装したプロレス

ラーがコミカルに試合をするなど、会場には拍手

と笑い声が響いていました。また、開催日の数日

前には、プロレスラー数人が山部小学校や保育所、

寿光園を訪問。小学校では、プロレスラーと児童

が相撲で対決するなど、楽しく交流しました。

▲
楽
し
く
交
流
し
た
後
は
園
児

た
ち
と
記
念
撮
影

▲

大
き
な
体
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

に
立
ち
向
か
う
児
童
た
ち
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民年金係や各支所にある相談予約票で申し込みをす

るか、年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）をお手

元に置き、日本年金機構旭川年金事務所相談予約担当

（拶０１６６-７２-5004）へ電話で申し込みをしてください。

予約していない方は、当日来られても相談できません。

相談を受ける場合は、必ず予約をお願いします。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２４年１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日以

降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、誕

生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きにな

ります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

２０歳は国民年金に加入する年齢です

　年金は自分の老後のためだけではなく、自分の親な

どの老後をみんなで支えあうことを目的に作られた制

度です。また、一家の働き手が亡くなったり病気で障

がいが残ったときなどは、遺族年金や障害年金が支給

されます。加入の手続きをしなかったり、加入しても

保険料を未納にしていると、将来年金が受け取れなく

なる場合があります。忘れずに加入して保険料を納め

ましょう。

　学生や低所得などの理由で保険料を納められない方

には、免除制度がありますのでご相談ください。

ねんきん相談は予約制です

　毎月１回行っている「ねんきん相談」は、相談者の

増加による待ち時間の短縮や相談業務の充実を図るた

めに『事前予約制』となっています。予約方法は、市

口腔機能の低下に注意

今月のテーマは

こんにちは

保健師です！

　食べ物を飲み込むことを「 嚥 
えん

 下 」といいますが、高齢
げ

になるにつれ、嚥下する力が低下します。人の口腔の構

造は、食べ物が通る道と空気が通る道がのどの奥で交差

しています。嚥下の際には 軟 
なん

 口 
こう

 蓋 と
がい

 咽 
いん

 頭 
とう

 蓋 が上下し、空
がい

気の通り道を塞ぐことで、食べ物が食道に流し込まれる

仕組みになっているのです。

　しかし、この働きに支障があり、うまく 蓋 ができず、
ふた

食べ物や飲み物が気管から肺に入ってしまうことを「 誤 
ご

 嚥 」といいます。普段、飲み物や食べ物でむせることが
えん

多い方は、嚥下する力が低下している兆候かもしれませ

んので、注意が必要です。水のような液体は、口からの

どへの通過速度が速いため、嚥下の力が落ちていると、

動きが間に合わず、むせやすい傾向があります。口を開

いたままでは嚥下がうまくいかず、気管に入る危険が高

くなりますので、おしゃべりしながら飲み込むのは禁物

です。　　　　　　　　　　

　また、唾液の分泌が減ることも口腔機能の低下で、の

どつまりしやすい要因になります。食事の前に、唾液腺

をマッサージして唾液の分泌を促したり、水分で補うな

ど食べ物を飲み込みやすくする工夫も必要です。

　わずかな量であれば、むせたり咳込んだりして、異物

を体の外に出すことができますが、量が多かったり、餅

のように粘り気が強いものの場合は、気管に詰まって窒

息する危険があります。お正月も近くなりました、年配

の方は、お餅は少しずつ、よく噛んでから飲み込んでく

ださい。

自分でチェックしてみよう

　嚥下機能の状態を簡単に知る方法として、３０秒間で何

回つばを飲み込めたかを数えるテストがあります。しっ

かりゴックンと飲んだ回数を数えます。健康な成人の場

合は、平均７～８回程度飲み込めます。３回未満の場合

は嚥下機能の低下が心配されます。

　このような口腔機能の低下を予防するには、口や舌、

顔をよく動かすことが一番です。また、首周り、上半身

のストレッチなども大切です。食事の前に体操や唾液腺

のマッサージをすると、より誤嚥予防に効果があります。

他にも、ブクブクうがい・ガラガラうがい・早口言葉を

練習するなども口の良い運動になります。よく噛んで食

べる・よくおしゃべりしたり歌を歌うことで、楽しく機

能を維持することができます。楽しく安全に食事をする

ために、機能を維持しましょう。



1199 FFuurraannoo 22001144--11

再確認！

排出方法とマナー韻

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　　ネット通販でブランド品の財布を格安で

　　購入し、９,４８０円を振り込んだ。商品は１０

日前後で届くと記載されていたが３週間経っ

ても届かないので、問い合わせメールを送った

が連絡がつかない。どうしたら良いだろうか。

　　連絡先が不明の場合は、センターとして対

　　応することはできません。振込票などを持

参し、警察に相談するよう助言しました。最近、

ネット通販に関する相談が増加しています。

「ニセモノが届いた」「商品が届かない」など、

日本語のサイトでも海外事業者が運営するサ

イトだったというケースも多く、模倣品の輸入

（購入）は商標権侵害に問われる可能性もあり、

消費者も注意が必要です。悪質なサイトは巧み

に購買意欲をそそってきますが、消費者庁はイ

ンターネットショッピング利用の注意すべき

４つのポイントを公表しています。

虚サイトの運営情報（運営者氏名・住所・電　

　話番号）が記載されていない

許極端に販売価格が安い

距日本語の表現が不自然

鋸支払い方法が銀行振り込みのみ　

　このようなサイトは利用しないよう気をつ

けましょう。何かあれば、センターに相談し

てください。

今月は

インターネットショッピング

びんポスト・セトコンテナについて

虚びんポスト　

【対象となるもの】

鞄ガラス製の飲料びん
鞄調味料びんなど

　色別に分けてびんポスト

に入れてください。ごみの
入ったびんや、中身が残っ
ているびん、他のごみなど
は絶対に入れないでくださ
い。
　あきびんは、軽く水です
すぎ、汚れを落としてから
入れるようにお願いします。

許コンテナ　
【対象となるもの】
鞄コップなどのガラス製品
鞄化粧品のびん
鞄茶碗などの陶磁器製品
鞄魔法びんなどの保温容器で内側がガラス製の
　もの（電気ポットは、電気製品で出してくだ
　さい）

　コンテナに入れる際、運搬に使った袋などは
入れないでください。

パソコンの処分について

　パソコンは、市では収集し

ません。廃棄する機種メーカ

ーが回収、資源化しますので、

メーカーなどに直接申し込み

ください。

　メーカーの連絡先などは、

パソコン３Ｒ推進協会で確認

することができます。

鰹問 パソコン３R推進協会
　拶03-5282-7685
　ホームページ　http://pc3r.jp/

クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌ゴルフセット（男性用ゴルフセット（男性用））捌捌マージャン用マージャン用具一式具一式捌捌ボーイスカウボーイスカウ
ト制ト制帽帽捌捌ブラザー編みブラザー編み機機捌捌整理ダンス整理ダンス捌捌丹前丹前捌捌お雛様お雛様捌捌布団上布団上
下（羊毛下（羊毛））捌捌毛布毛布捌捌加湿器加湿器捌捌パイプベッパイプベッドド捌捌お雛様（７段飾りお雛様（７段飾り、、
８段飾り８段飾り））捌捌エレクトーエレクトーンン捌捌ダブルベッダブルベッドド

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌掃除機（無料掃除機（無料））捌捌ベッドの柵ベッドの柵捌捌子子供用スキー（１４供用スキー（１４００唖唖ブランドブランド
品品））捌捌スキー靴（２３～２スキー靴（２３～２４４唖唖ブランド品）ブランド品）捌捌ノートパソコンノートパソコン捌捌マッマッ
サージチェアサージチェアーー

相相談談すするるなならら

Ｑ

A
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ま
で
、
年
始
の
診
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月
４
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が
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し
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日
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よ
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確
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申
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の
お
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せ

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
な
ど

２５

の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
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【
住
民
税
及
び
個
人
事
業
税
】

　
２
月
　
日
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～
３
月
　
日
鰹月 

１７

１７

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）】

　
３
月
　
日
鰹月 
ま
で

３１

　
確
定
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
確
定
申
告
は
郵

送
に
よ
り
提
出
が
で
き
ま
す
。

鞄
国
税
庁
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ー
ム
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ー
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確
定
申
告
会
場
を
開
設

　
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合

に
は
、
受
け
付
け
を
早
め
に
締

め
切
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
に
お
越
し
の
際

は
、
印
鑑
・
前
年
の
申
告
書
の

控
え
及
び
確
定
申
告
書
作
成
に

必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
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～
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日
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前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
富
良
野
税
務
署

鰹問 
富
良
野
税
務
署
　

拶
２
２
‐
２
１
４
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
雪
に
関
す
る
異
常

天
候
早
期
警
戒
情
報

　
気
象
庁
で
は
、
平
年
か
ら
の

隔
た
り
の
大
き
な
天
候
が
続
く

と
、
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
現
象
の
発
生
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
い
段

このページは広告料収入で作成しています

階
で
発
表
す
る
予
測
情
報
と
し

て
気
温
（
高
温
や
低
温
）
を
対

象
に
「
異
常
天
候
早
期
警
戒
情

報
」
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
　
年
　

２４

１１

月
１
日
か
ら
は
「
大
雪
に
関
す

る
異
常
天
候
早
期
警
戒
情
報
」

の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
は
、
数
日
以
上
に

わ
た
っ
て
降
り
続
く
雪
に
よ
る

家
屋
の
損
壊
や
交
通
障
害
、
果

樹
や
農
業
施
設
へ
の
被
害
な
ど

を
軽
減
・
防
止
す
る
た
め
の
事

前
準
備
、
事
前
対
策
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
表
す
る

も
の
で
す
。

　
最
新
の
警
報
や
注
意
報
、
気

象
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、
降

雪
に
よ
る
被
害
軽
減
・
防
止
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

鰹問 
旭
川
地
方
気
象
台

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

１月号

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.アルバムは、何ごみに
　なりますか？

Ａ．固形燃料ごみになります。
新聞・雑誌では出せませんの
で、注意してください。

Ｑ.お菓子の入っている缶は、
　 何ごみになりますか？

Ａ．空き缶になります。飲料
用缶や缶詰、オイル缶や塗料
缶も空き缶の分類になります。

ありがとうございます

奈江砕石協同組合　 

（道路整備事業などへ） 

金 １００万円

富良野市へ

寄 付

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

広告
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・
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住
宅
情
報
を
　
　
　
  

 提
供
し
ま
せ
ん
か
？

　
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平
成

　
年
度
の
新
入
生
に
対
し
て
住

２６宅
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。
借
家
を
お
持
ち
の
方
で

学
生
の
入
居
を
希
望
し
、
住
宅

情
報
資
料
を
学
生
に
発
送
希
望

の
方
は
、
資
料
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
２
月
５
日
鰹水 

用
紙
サ
イ
ズ
　
A
3
サ
イ
ズ
1

枚
ま
で

必
要
部
数
　
　
部
（
学
校
で
の

５５

印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
）

負
　
担
　
送
料
を
負
担
く
だ
さ

い
。
後
日
清
算
し
、
通
知
し
ま

す
。

注
意
事
項
　
学
生
寮
の
入
寮
決

定
が
3
月
中
旬
と
な
る
た
め
、

入
寮
を
希
望
し
て
い
る
学
生
に

つ
い
て
は
、
仮
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。

鰹問 
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
糖
尿
病
教
室

８４

　
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
乱

れ
が
ち
な
冬
を
、
上
手
に
乗
り

き
る
た
め
の
食
事
の
コ
ツ
と

フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま

せ
ん
か
。

と
　
き
　
1
月
　
日
鰹土 

18

　
午
前
8
時
　
分
受
付

５０

（
受
付
時
に
血
糖
値
を
測
定
）

　
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分

２０

１１

２０

と
こ
ろ
　
富
良
野
協
会
病
院

内
　
容
　
血
糖
値
の
は
な
し
／

保
健
師
、
冬
の
お
食
事
に
つ
い

て
／
管
理
栄
養
士
、
足
の
は
な

し
～
足
に
合
う
靴
っ
て
？
／

フ
ッ
ト
ケ
ア
担
当
看
護
師

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
1
月
　
日
鰹水 
ま
で
に

１５

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
、

素
足
に
な
る
の
で
脱
ぎ
や
す
い

靴
下
で
、
朝
食
を
食
べ
て
か
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
鏡
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
協
会
病
院
相
談
セ
ン

タ
ー
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
１
８
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
　
　

　
　
　
新
春
初
売
り

　
新
春
初
売
り
と
し
て
、
お
得

な
福
袋
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

売
り
切
れ
の
際
に
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

と
　
き
　
１
月
４
日
鰹土 

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

と
こ
ろ
　
ワ
イ
ン
工
場

価
　
格
　
1
万
円
（
税
込
）

※
１
５
０
０
０
円
相
当
の
ワ
イ

ン
詰
め
合
わ
せ

販
売
数
　
　
セ
ッ
ト

５０

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場
　
　
　
　
　
　

　
拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

自
主
映
画
「
世
界
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
る
日
」

　
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
食

べ
続
け
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

極
秘
に
進
め
ら
れ
た
研
究
に
密

着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

と
　
き
　
1
月
　
日
鰹日 

26

　
（
1
回
目
）
午
前
　
時
10

　
（
2
回
目
）
午
後
1
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
前
売
り
1
0
0
0
円
、

当
日
1
2
0
0
円
、
高
校
生
5

0
0
円
、
中
学
生
以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
す
ぎ
や
ま
珈

琲
（
日
の
出
町
　
番
1
号
）

12

※
午
前
の
上
映
会
の
み
託
児
あ

り
（
２
０
０
円
・
要
事
前
予
約
）。

鰹問 
ふ
ら
の
チ
ャ
ラ
ン
ケ
の
会

（
青
木
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
７
０
６
１
‐
９
１
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
サ
ー
カ
ス

　
　
　
P
R
パ
ネ
ル
展

　
選
ば
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

「
雪
」
を
つ
か
っ
て
製
作
し
た
こ

れ
ま
で
の
ラ
ン
ド
ア
ー
ト
（
雪

の
造
形
物
）
の
作
品
を
写
真
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間
　

鞄
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

１
月
　
日
鰹水 
鰹日 
～
2
月
3
日
鰹月 

２２

鞄
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ

2
月
5
日
鰹水 
～
　
日
鰹日 
　

16

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

 募
　
集

・

・

・

・

・

・

・

・

・

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
登
録
の
更
新

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
、

資
格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に
資

格
登
録
更
新
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登

録
更
新
実
施
案
内
及
び
申
込
書

な
ど
を
後
日
郵
送
し
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

更
新
対
象
　
平
成
　
年
度
に
北

２１

海
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
に
合
格
し
た
方
、
ま
た

は
資
格
登
録
更
新
手
続
き
を

行
っ
た
方
で
、
資
格
登
録
期
間

が
平
成
　
年
３
月
　
日
で
満
了

２６

３１

す
る
資
格
登
録
者
。

受
付
期
間
　
１
月
　
日
鰹金 
～
　

１０

１７

日
鰹金 
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時
　
分
３０

更
新
方
法
　
手
続
き
終
了
後
、

更
新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布
。

手
数
料
　
６
０
０
０
円
（
更
新

手
数
料
及
び
資
格
認
定
証
交
付

等
手
数
料
）

鰹問 
上
下
水
道
課

拶
３
９
‐
２
３
１
７

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版

の
　
月
号
「
市
の
土
地
を
売

１２
り
ま
す
」
の
中
で
、
土
地
の

面
積
な
ど
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

【
誤
】
地
番
２
２
５
２
番
　
号
７５

面
積
　
４
７
２
・
　
㎡
３１

価
格
　
１
９
１
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　
郭

【
正
】
地
番
２
２
５
２
番
　
号
７５

面
積
　
４
７
５
・
　
㎡
３１

価
格
　
１
９
２
９
０
０
０
円
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富
良
野
市
職
員
　
　

　
　
　
　
採
用
試
験

◆
平
成
　
年
４
月
１
日
採
用
◆

２６

●
一
般
行
政
職
（
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
１
人
】

受
験
資
格
　

　
平
成
元
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
児
童
福
祉
法
に

も
と
づ
く
保
育
士
資
格
及
び
教

職
員
免
許
法
に
も
と
づ
く
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
平
成
　
年
3
月
ま
で
に
資
格

２６

及
び
免
許
取
得
見
込
み
の
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場

適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

試
験
日
時
　
２
月
９
日
鰹日 

　
　
　
　
　
午
前
８
時
　
分
４０

試
験
会
場
　
市
役
所

居
住
要
件
　
採
用
後
、
市
内
に

居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き
　
総
務
課
（
市
役

所
１
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
１
月
　
日
鰹月 
ま
で

２７

（
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
１

月
　
日
鰹月 
必
着

２７
鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
憲
章
書
初
め
展

　
富
良
野
市
民
憲
章
を
題
材
と

し
た
書
初
め
の
作
品
募
集
と
展

示
を
行
い
ま
す
。

【
作
品
募
集
】

対
　
象
　
市
民
（
幼
児
～
中
学
生
）

募
集
数
　
先
着
　
点
（
大
き
さ

５０

は
自
由
）

募
集
期
限
　
１
月
９
日
鰹木 

【
展
示
】

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹月 

１５

２７

午
前
８
時
　
分
～
午
後
９
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
講
座
　

　
「
遺
言
の
書
き
方
」

　
遺
言
の
種
類
や
書
き
方
を
事

例
紹
介
、
模
擬
実
践
な
ど
を
通

し
て
学
び
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹土 
　

２２

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
師
　
小
原
 卓
也
さ
ん
（
小

原
司
法
書
士
事
務
所
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
30

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

３０

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
　
　
　
　

２６

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い

る
　
歳
以
上
の
方
（
平
成
　
年

６０

２６

４
月
１
日
現
在
）
で
学
ぶ
意
欲

が
あ
り
、
通
学
が
可
能
な
方

修
業
年
数
　
本
科
４
年
間
、
大

学
院
２
年
間
、
研
究
生
１
年
間

学
習
内
容
　
教
養
、
教
科
別
学

習
、
ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、

自
治
会
活
動
、
各
種
行
事
（
年

間
約
　
日
）

３０

必
要
経
費
　
共
通
教
材
費
（
年

間
１
２
０
０
円
）、
ク
ラ
ブ
学
習

（
教
材
費
）、
宿
泊
研
修
、
学
生

自
治
会
活
動
な
ど
の
費
用

再
入
学
希
望
者
　
過
去
に
本
科

４
年
間
を
卒
業
、
大
学
院
２
年

間
を
修
了
し
た
方
で
、
学
び
直

し
に
意
欲
の
あ
る
方
の
再
入
学

も
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
人
員
／
申
込
先
　

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　

人
３０

拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
　
人
２０

拶
４
２
‐
２
４
０
７

東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　

人
２０

拶
２
７
‐
２
１
２
１

申
込
み
　
　
３
月
　
日
鰹木 
ま
で

２０

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
保
育
所

２６

入
所
児
童
を
募
集

　
居
住
し
て
い
る
地
域
に
関
係

な
く
、
希
望
す
る
保
育
所
に
入

所
で
き
ま
す
。

虚
中
央
保
育
所
、
麻
町
保
育
所

募
集
年
齢
　

　
０
歳
児
（
中
央
保
育
所
の
み
）

　
１
歳
～
５
歳
児

保
育
時
間
（
月
～
土
曜
日
）

　
午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

認
可
保
育
料
　
保
護
者
（
両
親
）

及
び
生
計
中
心
者
の
前
年
分
の

所
得
税
、
ま
た
は
前
年
度
分
の

市
民
税
額
に
よ
り
決
定
し
、
同

一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童

が
入
所
す
る
と
き
（
保
育
所
の

ほ
か
、
幼
稚
園
な
ど
に
入
園
し

て
い
る
児
童
も
人
数
に
含
め

る
）
は
、
２
人
目
は
半
額
、
３

人
目
か
ら
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

入
所
基
準
　
共
働
き
、
パ
ー
ト
、

内
職
、
自
営
、
病
人
の
介
護
な

ど
で
保
育
が
困
難
な
家
庭
の
児

童許
へ
き
地
保
育
所
　
　
　
　
　

（
山
部
、
東
山
、
あ
お
ぞ
ら
）

募
集
年
齢
　
２
歳
～
５
歳
児

※
２
歳
児
は
４
月
１
日
時
点
で

満
２
歳
に
到
達
し
た
児
童
で
す
。

保
育
時
間
　

【
月
～
金
曜
日
】
午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
３
時
　
分
３０

【
土
曜
日
】午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

へ
き
地
保
育
料
　
月
額
　
１
万

円入
所
基
準
　
共
働
き
な
ど
で
保

育
が
困
難
な
家
庭
の
児
童
や
入

所
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
家
庭

の
児
童

距
申
込
み
（
共
通
）

　
１
月
7
日
鰹火 
～
　
日
鰹火 
ま
で

２８

に
こ
ど
も
未
来
課
、
各
保
育
所

に
あ
る
申
込
書
に
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３
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購
入
（
砂
利
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ス
ノ
ー
ポ
ー

ル
、
木
材
、
除
雪
車
な
ど
）

受
付
期
間
　

　
１
月
　
日
鰹火 
～
２
月
　
日
鰹金 

１４

１４

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類
　
※
郵
送
で
も
可
、

Ａ
４
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
 綴
 じ
て

と

提
出
　
市
町
村
統
一
様
式
（
一
般
社

団
法
人
北
海
道
土
木
協
会
な
ど

が
発
行
し
て
い
る
申
請
書
）、
登

記
事
項
証
明
書
、
各
種
証
明
書
、

納
税
証
明
書
、　

円
切
手
貼
付

80

の
返
信
用
封
筒
（
持
参
の
場
合

も
必
要
）、
誓
約
書
（
富
良
野
市

様
式
）
な
ど
。
物
品
・
除
排
雪

は
富
良
野
市
独
自
様
式
。
登
記

事
項
証
明
書
・
各
種
証
明
書
な

ど
は
コ
ピ
ー
可
、
証
明
日
か
ら

3
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

【
経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て
】

　
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

の
有
効
期
間
は
基
準
日
か
ら
１

年
７
カ
月
で
す
。
入
札
参
加
資

格
審
査
後
、
経
営
事
項
審
査
の

更
新
や
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
都
度
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
入
札

に
参
加
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

鰹問 
都
市
施
設
課
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ

２６

ン
タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
桂
木
・
麻
町
・
緑

町
・
北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育

セ
ン
タ
ー

保
育
時
間

【
月
～
金
曜
日
】

午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
、
臨

時
休
校
日
】

午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　

　
下
校
時
、
保
護
者
が
就
労
な

ど
に
よ
り
不
在
の
小
学
３
年
生

以
下
の
児
童

申
込
み
　

　
１
月
7
日
鰹火 
～
　
日
鰹火 
ま
で

２８

に
こ
ど
も
未
来
課
、
各
学
童
保

育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
　
人
を
超
え
た
場
合
、

７０

他
の
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
を
選

択
す
る
か
、
待
機
児
童
扱
い
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
居
住
地
域

に
よ
り
、
入
所
調
整
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
継
続
児
童
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
受
付
（
追
加
受
付
）

　
市
が
平
成
　
年
度
に
発
注
す

２６

る
工
事
請
負
契
約
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

の
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
申
請
時
に

お
い
て
資
格
要
件
を
満
た
し
て

い
な
か
っ
た
方
や
、
申
請
さ
れ

な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
た
追

加
受
付
で
す
。
資
格
の
有
効
期

限
は
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

２６

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

２７

３１

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（【
道
路
・

公
園
・
都
市
】
→
【
入
札
・
契

約
】
→
お
知
ら
せ
）
で
も
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
項
目

虚
建
設
工
事
　

許
建
設
工
事
に
係
る
設
計
・
測

量
等
業
務
　

距
下
水
道
処
理
場
の
委
託
業
務

鋸
除
排
雪
の
委
託
業
務
　

漁
建
設
工
事
等
に
関
す
る
物
品

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

審
議
会
委
員
の
公
募

◆
富
良
野
市
制
施
行
　
周
年
史

５０

編
さ
ん
委
員
会
　
　
　
【
２
人
】

任
　
務
　
周
年
史
刊
行
に
あ

た
っ
て
の
計
画
や
調
査
な
ど
編

さ
ん
に
関
す
る
こ
と
。

応
募
条
件
　

市
内
在
住
で
年
３
回
程
度
の
会

議
に
参
加
可
能
な
方

任
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
刊
行

完
了
ま
で

報
　
酬
　
半
日
２
７
５
０
円

（
税
込
）・
交
通
費
　
円
／
　
（
片

２０

km

道
５
　
以
上
）

km

申
込
締
切
　
１
月
　
日
鰹金 
ま
で

２４

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企

画
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
企
画
振
興
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
  　

　
　
　
参
加
者
募
集

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 
 

１９

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
開
会

３０

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
市
民
ま
た
は
富
良
野

市
で
活
動
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
 （
高
校
生
以
下
の
学
生

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
） 

部
　
門
　

　
男
性
の
部
　
１
部
、
２
部
 

　
女
性
の
部
　
１
部
、
２
部
 

参
加
料
　

　
１
チ
ー
ム
　
３
０
０
０
円
 

申
込
み
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
専
用
申
込
書
で
、
１
月
８
日

鰹水 
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
体
育
協
会
　

　
　
　
　
拶
２
３
‐
９
６
６
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

人
材
確
保
実
践
セ
ミ
ナ
ー

　
人
材
確
保
に
向
け
て
求
人

票
・
求
人
広
告
の
作
成
ポ
イ
ン

ト
か
ら
、
活
躍
す
る
人
材
を
面

接
で
見
極
め
る
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹水 

２９

　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
２
時
～
４
時

　
個
別
相
談
　
午
後
４
時
～
５
時

と
こ
ろ
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
高
岡
 幸
生
さ
ん

（
リ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
）

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

２７

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促

進
協
議
会
（
商
工
観
光
課
内
）

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
２
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

テディ（１２歳）

小出さん家のアイドル

　いつまで経っても甘え

ん坊のテディ。ドライブが

大好きで、車の助手席はテ

ディ専用シートに改良。お

互い若くはないので、楽し

く歳を重ねながら余生を

過ごしていきたいですね。

初
詣
終
へ
て
見
渡
す
山
河
か
な

松
藤
　
道
子

窓
い
っ
ぱ
い
開
け
て
よ
ろ
し
く
初
日
の
出

鈴
木
　
恵
子

初
日
記
未
知
の
は
る
け
き
白
さ
か
な

手
代
　
満
恵

夫
婦
し
て
共
に
米
寿
の
厄
払
ひ

相
澤
か
を
り

 松
  納
 生
業
の
顔
緩
み
な
し

ま
つ
 お
さ
め

小
玉
美
智
子

初
日
の
出
富
良
野
盆
地
を
満
た
し
ゆ
く

篠
田
　
瞳

ま
だ
ぬ
く
き
 蒲
 
ふ

 団
 に
そ
つ
と
手
を
触
れ
て

と
ん

母
の
介
護
の
余
韻
に
ひ
た
る
　
　
　
中
嶋
美
恵
子

西
陽
う
け
 落
 

か
ら

 松
  林
 琥
珀
色

ま
つ
 ば
や
し

身
を
吸
い
込
ま
れ
ハ
ン
ド
ル
危
ふ
し
　
山
内
　
千
代

北
大
の
 銀
  杏
 並
木
で
再
会
す
　
　
　
　
　
　
　

い
 
ち
ょ
う

帽
子
振
り
ふ
り
友
は
去
り
ゆ
く
　
　
相
澤
か
を
り

刻
こ
く
と
昔
に
戻
る
気
配
す
る

新
聞
テ
レ
ビ
恐
れ
て
見
て
る
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

園
児
ら
の
歌
や
お
ど
り
に
癒
さ
れ
て

若
さ
を
も
ら
い
歳
か
さ
ぬ
る
　
　
　
吉
田
　
久
子

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ雨

＝今月のリレーは＝

大内 未佐さんから ▼ 小出 正雄さんへ

＝来月は＝

小出 正雄さんから　 ▼ 千財 重夫さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

▼平成２６年は 午 年ということで、表紙用の写真
うま

撮影に行きました。動いているものを撮るのは
なかなか難しいですが、約１時間で撮影は終了。
でも、さすがに帰りは感覚がなくなるくらい足
先が冷えてしまい、歩くのも大変でした。でも、
良い写真が出来上がってホット（温かい）しま
した。（ほ）


